
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松江事務局

松江市朝日町 478-18

松江テルサ 3F

tel : 0852-28-0690

e-mail : shimane@teiju.or.jp

石見事務所

浜田市相生町 1391-8 シティパルク浜田 2F

石見産業支援センター「いわみぷらっと」内

tel : 0855-25-1600

e-mail : iwami@teiju.or.jp

地域づくり・NPO 活動団体情報紙 2011.4.20 発行
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県民いきいき活動支援事業 申請団体募集中！
県民のユニークな発想や企画力を活かし、地域課題解決や地域活性化に向けた公共性・公益性の高い活動

を一層充実させるとともに、県民の総力を結集した地域づくりにつながる活動を支援します。 

◆対象活動：公共性・公益性が高く収益を伴う

事業の組み立てが困難で、団体の立ち上が

り期の活動や新規の活動 

◆対象者：県内の非営利の任意団体(５名以

上)、及びＮＰＯ法人 

◆助成額：１５万円以上 ４０万円以下 

◆助成期間：１年以内（決定から） 

◆助成率：対象経費の２／３以内 

◆対象経費：謝金、食料費、旅費、消耗品費、

使用料及び借り上げ料、通信運搬費、印刷製

本費、備品購入費、その他事業実施に必要と

認められる経費、一般管理費 

 

◆対象活動：公共性・公益性が高く収益を伴う

事業の組み立てが困難で、他のモデルとなり

得る継続的な活動 

◆対象者：県内の非営利の任意団体（１０名以

上）、及びＮＰＯ法人（いずれも設立から２年

以上が経過し、活動実績があるもの） 

◆助成額：３００万円以下 

（単年で４０万～１００万円）  
◆助成期間：３年以内（決定から） 

◆助成率：対象経費の２／３以内 

◆対象経費：単年型の対象経費と施設整備費

  （用地取得費は除く） 

【問合せ】ふるさと島根定住財団 地域活動支援課 

TEL：０８５２－２８－０６９０ FAX：０８５２－２８－０６９２ 

地域活性化支援事業 
＜ステップアップ事業＞ 

地域活性化支援事業 
＜ジャンプアップ事業＞ 

◆対象活動：地域活性化につながる事業・活

動のうち、収益を伴いながら事業の効果と継

続性がともに見込まれる活動のうち、立ち上

がり期や新規の活動 

◆対象者：県内の民間団体やグループ（５名

以上）、及びＮＰＯ法人 

◆助成額：４０万円以上 １００万円以下 

◆助成期間：１年以内（決定から） 

◆助成率：対象経費の２／３以内 

◆対象活動：地域活性化につながる事業・活動

のうち、収益を伴いながら事業の効果と継続

性がともに見込まれる活動のうち、これから

規模を拡大し本格稼働を目指す活動 

◆対象者：県内の民間団体やグループ（１０

名以上）、商業法人、ＮＰＯ法人等 

◆助成額：１００万円以上 ３００万円以下 

◆助成期間：２年以内（決定から） 

◆助成率：対象経費の２／３以内 

<締切日>   
社会貢献活動支援：５月２７日（金）
地 域 活 性 化 支 援：６月２４日（金）

まずはご連絡ください！お問い合わせはこちら↓ 

社会貢献活動支援・単年型事業 社会貢献活動支援・複数年型事業



○締 切 日：６月３０日（木） 当日必着 

○内容：ＮＰＯ法人等が在宅高齢者・宅障害者等のために

行う福祉活動等に必要な費用等に対し助成。（事業助

成）／非営利民間団体等の老人保健、老人医療、生活

習慣病に関する研究・調査費に助成。（研究助成） 

○助成金額：２０～５０万円（事業助成）／３０～７０万円（研

究助成） 

問合せ：公益財団法人太陽生命厚生財団 

TEL：０３－３２７２－６２６８ 

○締 切 日：５月３１日（火） 

○助成金額：上限なし（但し、対象経費の１／２助成） 

○助成対象：県内の営利団体・地方公共団体を除く団体・

個人（法人格の有無は問わない） 

○対象活動：地域文化振興、芸術文化振興、国際文化交

流を目的にする事業 

問合せ：財団法人島根県文化振興財団 

 TEL：０８５２－２２－５５００  

○日時：５月１日（日） １４：００～ 

○会場：松江イングリッシュガーデン 

○費用：入場無料 

○内容：１８世紀バロック時代の古楽器を使用した、心の

安らぎを与えてくれるコンサート 

問合せ：松江バロック・コンソート事務局 

TEL/FAX： ０８５２－２２－７６９９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

自然体験から交流・ツーリズムを考える「さえずりの森」で“春”を楽しむ 

○日時：５月２１日（土）１３：００～１８：３０ 

○会場：雲南市掛合町波多「さえずりの森」（旧ふれあいの里） 

○対象者：３０名（しまね田舎ツーリズムに興味のある方誰でも参加できます）  

○ゲスト：NPO 法人もりふれクラブ・野田真幹さん（意見交換会）、三瓶自然館・星野由美子さん（野鳥観察会） 

○参加費：無料（意見交換会・野鳥観察会）但し、交流会は１５００円、宿泊希望者は４０００円が別途必要になります。  

問合せ： ふるさと島根定住財団（担当：桔梗） TEL:０８５２－２８－０６９０ 

(公財)太陽生命厚生財団 

社会福祉向上のための助成 

スミセイ コミュニティ 

スポーツ推進助成プログラム 

公益信託 

しまね文化ファンド 

松江バロック・コンソート 

開催のご案内 

○締 切 日：５月３１日（火） 必着 

○支援内容：１団体１００万円（支援金部門）、１グループ

３台まで（リサイクルパソコン贈呈部門） 

○支援対象：地域に根ざした福祉活動を展開している 

グループ。法人格を持っている団体は対象外。 

ただし、ＮＰＯ法人は対象となります。 

 問合せ：ＮＨＫ厚生文化事業団「わかば基金」係 

 TEL：０３－３４７６－５９５５ 

 ＮＨＫ厚生文化事業団 

    「わかば基金」 

○締 切 日：５月２０日（金） 当日消印有効 

○助成金額：１団体あたり上限２５万円 

○助成対象：民間非営利の団体・ボランティアグループ、 

ＮＰＯ法人等で該当の活動をするもの 

○対象活動：学前のこどもをもつ保護者（妊婦含む）への

支援活動  

問合せ：社団法人生命保険協会 

TEL：０３－３２８６－２６４３  

 子育て家庭支援団体への 

助成を募集中 

~5/31

 
5/21 

しまね田舎ツーリズム 

  第 1 回県内研修会＆応援団会 

~6/30

~5/20

○締 切 日：５月１７日（火） 当日必着 

○助成金額：５０万円～４００万円（調査・研究助成）／1件

あたり５０万円以下（実践助成） 

○助成対象：対象活動を行う個人・団体（調査・研究助

成）／２年以上の実績をもつ非営利団体等（実践助成）

○対象活動：コミュニティスポーツによる社会づくり活動 

問合せ：財団法人住友生命健康財団 

TEL：０６－６９４７－３１４０ 

~5/17

~5/31

5/1 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書紹介 
新年度を迎え、図書コーナーにも新しい本が加わりました。松江事務局・交流サロンでは貸し出しも行

っています。興味のある方は是非一度お越し下さい。 

「しまね NPO 読本２０１１読んで納得知って得

するあなたの身近な NPO」（しまね NPO 連絡協議会） 

県内２３２あるNPO法人のうち５２

法人の活発な活動内容を取材し

た、県内NPOの知りたいところに

手が届く一冊です。地区ごとに

分けての記述になっており、近

所の活動を探せることでより NPO

をより身近に感じることができる

ものになっています。お近くの

今井書店でお求めください。 

※「計画された偶発性」…スタンフォード大学・クランボルツ教授の理論。 

研究を続けるかたわら、外へ出

て行って実践的な活動を行う、「研

究」と「実践」の両立というスタイル

を貫く原点には、大学時代に出会

った２人の存在があった。 

１人目はゼミの教授、今里滋氏

（現同志社大学教授）である。政治

家や弁護士を目指した（？）時期も

あったが、今里氏と出会って学究

の道を志す。最初は「やめとけ」と

断られたが、なんとか大学院に合

格。「行政学とは、世直し・人助け

の学問である」と背中で教えてくれ

た恩師だ。 

２人目は大学院の後輩、吉村慎

一氏（現福岡市職員）。後輩なのに

２０歳年上。社会経験豊かな吉村

氏には、とにかく現場を連れまわさ

れた。実際に福岡市長選挙では公

約づくりのお手伝いも経験させて

もらった。また、吉村氏を中心に、

定期的な勉強会の場として「興志

塾」を立ち上げ、みなで学び、みな

で語り合い、みなで飲み明かした

日々が懐かしい。 

そんな二人の影響を受けた毎熊

さんが島根にやってきたのは、２００

０年４月。はじめの２年間は授業をこ

なすので精一杯だったが、「こんま

んまじゃいかんばい」と一念発起。行

政学を教えていく中で、ＮＰＯに関

心を持ちはじめ、学生と一緒に取材

や活動のお手伝いに出かけるよう

になる。そんな中、学生と手がけた

のが、「地域いきいき活動促進条例」

案づくり。学生とともに県議会へ陳

情した。島根県におけるＮＰＯ活動

推進の礎を築いた。 

その後も、数々の委員会や審査

会に名を連ね、多忙を極める毎熊さ

ん。「研究」と「実践」のバランスが崩

れそうになりながらも、「実践」を続

けるのには理由があった。 

 それは「計画された偶発性（※）」

という考え方。簡単に言えば「予期

せぬ出来事を避けるのではなく、こ

れからの人生の糧にする」こと。だか

らこそ、人との出会いを大切にし、与

えられた仕事はできるだけ断らずに

（一部、断れず）こなしている。 

これからも、持ち前の分析力と行

動力、そして島根を思えばこその辛

口コメントを期待したい。 

１９７２年長崎県生まれ。 

１９９５年九州大学法学部卒業。 

２０００年同大学大学院博士課程を 

経て、島根大学法文学部講師。 

現在、島根大学法文学部准教授。 

専門は行政学。 

 

島根大学 准教授 

毎熊 浩一さん 

島根大学生による「島根県地域いき

いき活動促進条例案」を監修し、島根

県議会に陳情。よいまち松江診療所

『まちドック』アドバイザー、島根県ＮＰ

Ｏと行政の協働のあり方検討会委員

など多くの役職を歴任。今年度より

「新しい公共島根県運営委員会委員」

を務める。 

今までの主な活動 

予期せぬ出来事や

出会いを糧に・・・ 

「いつだってそばにいるよ」（阿蘭ヒサ

コ/冨部志保子 著） 

小児がんと闘う少女。過酷な環

境で出会ったお姉さんを通して

生きる意味を考えながら、かけ

がえのない思い出を紡いでいく

物語です。そして、外国をツー

ルとした「日本」が過酷な環境と

なったこどもの物語。それぞれ

の環境に生きる、こどもの姿と

「意味」が胸を打ちます。 

“島根で頑張る人”は島根県で活動する人にスポットを
当て、考え方や経験から団体活動に迫るコーナーです。
スタッフの「学び」も兼ねて取材させていただいています。 



 

 

たくさんの勇気と感動をいただきました。今年度も多くの皆

さまとの「出会い」を楽しみにしております。 

製作スタッフ日記  

年度初め特別版-松江編-
新年度がスタートしました！ 

地域活動支援課（松江事務局）に

も３名の新人スタッフが入り、計９名の精鋭が揃い

ました。より一層島根県の地域活性化活動・社会貢

献活動を支援し、皆様と身近な支援組織にしていき

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

（次回は石見事務所のスタッフを紹介いたします） 

三年目になりました。休日はのどかな里

山で少しだけの米づくりをしながらリフレ

ッシュしています。 

今年度も引き続き地域づくり事業を担当

します。地域課題解決のための事業に対

地域づくりの成否を分けるのは、「異質な

ものの融合」だと聞いたことがあります。

「先達の思い」と「若者の行動力」、「個人の

やりたいこと」と「組織としてやるべきこと」。 

たしかに、議論や試行錯誤を繰り返しなが 樋口 和広
課長

経験を積ませていただきました。行動範囲が広がり、夢もい

っぱいの 2 年目です。まだまだ力の足りない部分もあります

が、精一杯がんばりますのでよろしくお願いいたします。 

石川 金義 
主任 

る助成事業（ステップアップ事業など）や、ビジネス手法

を用いた地域貢献事業の進め方を学ぶ「地域づくりリー

ダー塾」などです。よろしくお願いします。 

ら、これらをまとめていける地域は元気な感じがします。  

そういう意味では「止揚」（しよう）が今年の目標です。具体

的には、さて、・・・どうしよう？             

「楽しくなければツーリズムじゃない」と

喝破したのは浜田『陽気な狩人』の今田さ

ん。「金儲けより人儲け」と語りかけるのは

大分県安心院『舟板昔がたりの家』の中

山ミヤ子さん。田舎ツーリズムは個性あ

ふれる人たちが集まっています。その人 

地域活動支援課に配属となり、日々、ウン 

十年ぶりに新人モード全開で過ごしており 

ます。今後、講習や専門相談などでお目に 

かかることがあると思います。どうか、気軽 

にお声を掛けていただければと思います。 

地域が元気になるために微力ながらお手伝いできたらと

いう思いでがんばりますので、今後ともどうかよろしくお願

いします。 

今年度より県民いきいき活動支援事業 

など地域づくりを担当しています。昨年は

ドラマや映画で多少有名になった(はず

の)島根県を、活気のある街として更に注

目されるように、皆様の地域活性化のお 

 手伝いをさせていただきたいと思っております。まだ新

米で、つまづいたり、転ぶことも多いとは思いますが、

よろしくお願いいたします。 

社会貢献推進事業を担当させていただく

ことになりました。育ちは出雲で、最近松

江に越してきた島根県ラブな新人です。

島根で頑張る皆様を時には陰ながら、時

には引っ張っていけるよう尽力していき 

たいと思います。有り余るエネルギーで張り切っていきま

すので、そのパワーが必要な際にも是非お気軽に声をか

けてやってください。よろしくお願いいたします。

２年生になりました。今年度もしまね田

舎ツーリズム推進事業・社会貢献活動推

進事業を担当します。 

昨年度１年間皆様には大変お世話にな

りました。「地域を元気に！」を念頭に進 

めていきたいと考えています。今年度も変わらずよろし

くお願いします。 

ようやく春らしい、暖かい季節となってきま

した。今年の大雪で木が折れてしまった我

が家の庭も、これから徐々に賑やかになっ

ていきそうでワクワクしています。さて、こ

れまでは松江からほとんど出ることの無い

私でしたが、去年は島根の色々なところで 

たちに囲まれて、わたしは各地に出掛けています。地域、

周囲環境、熱い思いをより活かすお手伝いをしています。 

島根にＵターンして半年がたちました。こ

の半年、多くの方との「出会い」がありまし

た。「島根で頑張る人」の取材をはじめ、研

修や専門相談にお越しいただいたＮＰＯさ

んや講師の皆さま、そして地域づくり団体

さんや田舎ツーリズム実践者の皆様。

スタッフ

桔梗 教明

主任 

森山 忍 
コーディネーター 

有馬 誉夫

スタッフ 

清野 俊介 

スタッフ

内田 麻紀

スタッフ 

福間 薫 

スタッフ

柏木 ゆり子


